
三六災害から60年

S36.6三六災害60年実行委員会

小渋川の流れを変えた大西山の大崩壊現場
（大鹿村）　中日新聞社 提供

土砂の猛威を記した
伊那谷の災害。

大崩壊によって
流れを変えられた川、

三六災害の大きな特徴となっているのが、大規模な土砂災害です。標高3,000m級の

山々が連なる2つの山脈にはさまれた谷の中央を天竜川が流れる地形、そして脆弱な地質を

持つ伊那谷を集中豪雨が襲いました。このため、いたるところで、崖崩れや地すべりなどの

土砂災害が発生しました。


